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公益財団法人立石科学技術振興財団 

平成 30 年度（2018 年度）事業報告 
（平成 30 年(2018 年)4 月 1 日から平成 31 年(2019 年)3 月 31 日まで） 

 

 

１．事業報告 

1.1 事業の概要 

(1)当年度は、4 月から研究助成(S)、前期国際交流助成金の交付を開始しました。 

(2)5 月 21 日に第 5 回立石賞表彰式・記念講演及び 2018 年度助成金贈呈式を開催

しました。これらを受け立石賞顕彰金を授与、6 月 1 日からは研究助成(A)(B) 

(C)の助成金交付を開始しました。 

(3)4 月から 6 月まで後期国際交流助成、国際会議開催助成の募集を行ない、 

7 月から 8 月にかけて選考し、9 月 7 日にその選考結果を理事長が決裁しまし

た。それを受けて 10 月 2 日からこれらの助成金の交付を開始しました。 

(4)次年度の助成に向けて、8 月から 9 月にかけて研究助成(S)の募集を、9 月から 

10 月にかけて研究助成(A)(B)(C)の募集を、また 10月から 12月まで前期国際交

流助成の募集を行ないました。 

(5)10 月から 1 月にかけて次年度の研究助成、前期国際交流助成を選考し、2 月の 

理事会でその結果を承認しました。 

(6)10月には前年度の助成成果を中心に編集した助成研究成果集第 27 号を発刊し、 

全国の大学・大学院、研究機関、付属図書館及び国公立図書館に送付しました。 

(7)当年度に支出した助成金と顕彰金は以下の通りです。 

研究助成(A)         35 件      小計 87,768 千円 

研究助成(B)          4 件      小計 22,814 千円 

研究助成(C)         12 件      小計  9,985 千円 

研究助成(S)          2 件      小計 59,588 千円 

国際交流助成    通期 15 件      小計  5,282 千円 

国際会議開催助成     16 件      小計 14,560 千円 

立石賞               3 件      小計 15,000 千円   

合計  214,997 千円 
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1.2 収支の部 

(1)収入は、予算額 260,917 千円に対して、決算額は 259,714 千円（予算比 99.5％）

となりました。 

オムロン株式会社株式の配当（210,000 千円）、事業積立資産の取崩し（33,000

千円）、事業運営資産の受取利息（15,851 千円）、オムロン株式会社及び関

連会社計 6 社からの寄附（600 千円）が主な内容です。 

(2)支出は、経常費用予算額 267,000 千円に対し決算額は 263,161 千円（予算比

98.6％）となりました。 

内、事業費は予算額 256,000 千円に対し決算額が 251,967 千円（予算比 98.4％）

となりました。これは事業費の約 85％を占める研究助成及び顕彰の経費が予

算額 219,000 千円に対し、決算額 214,997 千円（予算比 98.2％）となり、予

算に沿った助成を実施することができました。 

 

1.3 投資活動の部 

基本財産であるオムロン株式会社株式の配当収入は 1 株当たり 80 円/年とな

り予算 76 円/年を 4 円上回りました。 

また、特定資産（事業運営資産）11 億円の運用益 15,851 千円(予算比 100.5％)

となり、市場の状況を適切に判断した収益率を見込んだことにより、計画に

沿った収益が確保できました。 

 

この結果、特定資産（事業積立資産）の取り崩しによる収入は予算額 45,000

千円に対し 33,000 千円（予算比 73.3％,予算差△12,000 千円）に抑えること

ができました。 

 

以上の結果、期末資産は以下のようになりました。 

 

流動資産                                   52,403 千円 

基本財産（オムロン株式会社株式）            13,597,500 千円 

（262 万 5 千株、3 月 29 日終値 単価 5,180 円／株で計算） 

特定資産（事業運営資産） 有価証券 等        1,100,000 千円 

特定資産（事業積立資産） 定期預金 等          130,000 千円 

その他                                   150 千円    

合計                                    14,880,053 千円 
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事 業 報 告 附 属 明 細 書 
 

 

「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第３４条に規定する 

事項は存在しません。 

 

 

公益財団法人 立石科学技術振興財団 
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２．主要業務日程 

時期  内           容  

4月 1日～ 6月 30日 当年度後期国際交流助成及び国際会議等開催助成の募集 

4月 12日 当年度研究助成(S)､前期国際交流助成金の交付開始 

4月 18日 監事監査 

5月 7日 事務所移転 

5月 11日 第 39回理事会（みなし決議） 

・ 第 17回評議員会召集の決議 

・ 前年度事業報告並びに決算承認の決議 

・ 事務所移転についての承認 

5月 21日 第 5回立石賞表彰式・記念講演及び 2018 年度助成金贈呈式 

6月 1日 研究助成(A,B,C)助成金の交付開始 

6月 15日 第 40回理事会 

・ 株主権行使の承認 

6月 15日 第 17回評議員会 

・ 前年度事業報告及び決算報告の承認 

・ 株主権行使の承認 

・ 事務所移転の承認 

・ 次期評議員の選任 

・ 次期理事の選任 

6月 15日 第 41回理事会 

・ 理事長選出 

・ 常務理事選定 

・ 前年度事業報告に係る内閣府への提出書類の承認 

6月 20日 前年度事業報告及び決算報告等の内閣府提出及び事務所備置き 

7月 6日～8月 9日 選考委員による当年度後期国際交流助成及び国際会議開催助成 

の書面審査 

8月 1日～9月 30日 次年度研究助成(S)の募集 

 8月 31日 夏季選考委員会 

・ 当年度後期国際交流助成及び国際会議等開催助成の選考 

9月 1日～10月 31日 次年度研究助成(A)(B)(C)の募集 

9月 7日 当年度後期国際交流助成及び国際会議開催助成採択候補の理事

長決裁 

10月 1日～12月 20日 次年度前期国際交流助成の募集 

10月 2日 当年度後期国際交流助成金、国際会議等開催助成金の交付開始 
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10月 9日～10月 29日 選考委員による次年度研究助成(S)書面審査 

10月 31日 助成研究成果集第 27号発行 

11月 14日～1月 21日 選考委員による次年度研究助成(A､B､C)及び前期国際交流助成の

書面審査 

1月 25日 

 

 

第 31回選考委員会 

・ 次年度研究助成(A､B､C)、前期国際交流助成の選考 

・ 次年度研究助成(S)最終選考(ヒアリング) 等 

1月 25日 選考委員長より理事長に選考結果の報告 

2月 7日 第 42回理事会（みなし決議） 

・ 第 18回評議員会召集の決議 

・ 次年度各助成採択候補の承認  

・ 次々年度助成公募の承認 

・ 第 6回(2020年度)立石賞公募の承認 

3月 15日 

 

第 43回理事会 

・ 当年度事業及び決算見込みの報告 

・ 次年度事業計画及び予算の承認 

・ 助成研究成果集第 27号発行の報告及び第 28号発行の承認 

・ 選考委員の補欠選任 

・ 重要な職員の選解任 

・ 理事長及び常務理事の職務執行状況報告 等 

3月 15日 

 

第 18回評議員会 

・ 次年度事業計画及び予算の承認 等 

3月 20日 次年度事業計画及び収支予算等の内閣府提出及び事務所備置き 

 

以上 
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